
 

 
 

・日時 令和４年１１月２５日(金)  

開場 １４：１５ 開演 １４：３０ 

・会場 狭山市入曽地域交流センター(大ホール) 

・定員 先着１００人（入場無料） 

・申込、お問い合わせ先 

鈴木 強 電話・Fax：２９５２－８６１７  

メール：tutujino@olive.ocn.ne.jp 
 

【講師紹介】  

山本 凜太郎 

平成５年狭山市柏原生まれ。狭山市立柏原小学校・同中学校卒業。山本泰太郎の長男。 

父及び東次郎に師事。平成９年（４歳）「伊呂波」で初舞台。平成２８年「釣狐」、令和４年「花子」

を拓く。気鋭の若手狂言師として活躍中。 

 

 

 コロナ感染防止について 

 「狭山市入曽地域交流センターの利用ガイドライン（新型コロナウイルス感染防止対策）」に従い 

実施します。（当日の検温・手指の消毒・マスク着用・座席間の確保等） 

 

主催：狂言入間川を観る会 共催：狭山市自治文化課 後援：狭山市民大学同窓会 

ー毎日新聞 令和４年３月 14日朝刊（抜粋） 

狂言方大蔵流で東京を本拠地とする山本

東次郎家主催の「山本会別会」が２１日午

後２時、東京・国立能楽堂で催される。当

主、東次郎の次弟で２０１０年に没した則

直の１３回忌追善で、長男の泰太郎が「枕

物狂」、その長男の凜太郎が「花子」という

大曲に初挑戦する。いずれも東次郎が指導

に当たる。芸術会会員、重要無形文化財・

各個指定（人間国宝）で現在８４歳。「私の

体がきく間に稽古しないといけないと、拓

かせる（特別な曲を初演させる）決断をし

ました。(次世代に)渡しておけば安心だと

思いました」と思いを語る。 左より山本泰太郎・東次郎（人間国宝）・凜太郎 

 

 

山本 凜太郎「狂言」講演会 ～若き狂言師の挑戦～ 
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